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ビデオ動画シリーズ
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テーマ 主要ポイント

Vol.1 SDGsの基本
 SDGsとは?
 なぜいまSDGsが重要なのか?
 世界の潮流、日本の取り組み

Vol.2 旅館・ホテルにおける
取組事例のご紹介

 旅館・ホテルが取り組む意義
 ホテルでの取り組み
 旅館での取り組み

Vol.3 SDGsへの取り組みのヒント
（お客さまのために、地域とともに）

 海外からのお客さま
 学校教育とESD、修学旅行
 コト消費：SDGs体験プログラム

Vol.4

SDGsへの取り組みのヒント
（従業員のために、お客さまとともに）

 働きがいのある職場作り
 業務効率化×環境配慮

今後の取り組みにあたって
 従業員への理解浸透
 魅力ある宿泊提案
 従業員が皆で考え進めるSDGs



SDGsへの取り組みのヒント
（お客さまのために、地域とともに）3
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旅行客セグメント
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宿泊客

日本人

外国人

一人

家族

グループ

団体 修学旅行・校外学習

社員旅行

コト消費・体験型旅行

ワーケーション

外国人富裕層



観光業におけるSDGs取り組みの重要性5
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日本より高いSDGs認知度
～欧州は「SDGs認知度」は低いが「サステナビリティ」は当たり前

6

(c) Social Capital Management, Inc. 2020

日本



海外でも観光業にとってSDGsは重要なイシュー
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観光業界におけるSDGsへの取り組み
ステークホルダーとしての旅行者、企業
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国内観光業に直接関連するSDGsの目標
（ターゲット）
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8.9 2030年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続
可能な観光業を促進するための政策を立案し実施する。

12b 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光業に
対して持続可能な開発がもたらす影響を測定する手法を開発・導入する。



国際基準で観光業が取り組むSDGs
＝こういうことをやっているホテル・旅館は選ばれる
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 ヘルスツーリズム
 健康に良い体験プログラム
（エステ、ヨガなどを含む）

 健康に良い食事メニュー

 SDGsについて学べる教育
体験プログラム

 インターン、就業体験、
 生涯教育プログラム

 節水設備の導入
 節水の習慣付け
 排水処理に負荷のかかる
物質の使用回避

 再生エネルギーの100％使用
（太陽光、風力、バイオマスなど）

 地域住民と観光客の交流の
機会の提供

 地域内での移動手段の確保
（過疎地における地域タクシー
など）

 フードロスを回避する食事形態
 地産地消（地元食材を活用した
食事メニュー・・・大都市圏でも
考える意味）

 リサイクルの推進
 シェアリングエコノミーの活用



国際基準で観光業が取り組むSDGs
＝こういうことをやっているホテル・旅館は選ばれる
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 LED照明への切り替え

 海洋プラスチック回避のため
の使い捨てプラ使用削減

 エコにやさしい旅行（マイ歯
ブラシ、マイタオルなどの使
用励行）

 間伐材を活用した商品の
利用・旅行客への提供

 森の自然を楽しむ体験
プログラム（含む植林
活動）

 地域のホテル・旅館が一体と
なった地域活動の推進

 自治体、地域NPO等との協働



外国人に魅力あるホテル・旅館になるために12
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外国人と日本人のSDGs意識の差
SDGs認知度
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本人

外国人

言葉・意味まで知っている 言葉だけ知っている、聞いたことがある 聞いたことがない

（JTB総合研究所、2019）



外国人と日本人のSDGs意識の差
旅行にSDGsへの配慮は必要か
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本人

外国人

必要 まあ必要 あまり必要ではない 必要ではない



外国人と日本人のSDGs意識の差
SDGsに配慮した旅行が必要な理由
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

日本人

外国人

社会問題や環境問題について知ったり解決につなげたい

子どもたちの未来に役立てたい

環境や生態系にやさしい旅行がしたい

資源やエネルギーを無駄にしない旅行がしたい

どうせ旅行に行くなら社会貢献につながる方がいい

地域活性化につなげたい

（JTB総合研究所、2019）



SDGsに配慮した旅行で関心があるもの（日本人）
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40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90

現地の文化を知る有料体験コンテンツ

伝統工芸品や地域産品のお土産

障害者支援・フェアトレードにつながる備品

公共交通機関の活用

自然由来のエネルギーの活用

厳選された食材で必要な量だけ提供される食事

地域産品・地産地消



SDGsに配慮した旅行で関心があるもの（外国人）
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40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90

現地の文化を知る有料体験コンテンツ

伝統工芸品や地域産品のお土産

障害者支援・フェアトレードにつながる備品

公共交通機関の活用

自然由来のエネルギーの活用

厳選された食材で必要な量だけ提供される食事

地域産品・地産地消



海外におけるサステナビリティ取り組み事例
BIO HOTEL
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 BIO HOTELの認証を受けるホテルは、最低3つの基準をクリア
¤ 食事や飲み物はできるだけ地元から調達し、完全オーガニックであること
¤ コスメ（シャンプー・石けん・スキンケア等）などもすべてオーガニックであること
¤ タオル、ベットリネン類、さらには、施設の建材や内装材も可能な限り自然
素材を使用していることが望ましい。



サステナブル・ツーリズム事例
シャーウッド（ニュージーランド）
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 食事では地産地消を実施しており、レストランで提供される食材の99％はニュージーラ
ンド産。野菜の40％は敷地内にある畑で採れたオーガニックのものを使用、飲み物の
60％は家族経営のワイナリーの商品が提供。（食材の輸送から生じる二酸化炭素
を削減する狙い）

 電力面は、施設内の248枚のソーラーパネルで電力を賄っており、無駄に発電すること
のないよう、余分な電力は送電網に返す仕組み

 インテリアでは、リサイクル製品が活用されており、家具や調度品、室内の様々なものに
リサイクル廃材を再利用しています。キッチンや風呂場の床はタイヤの廃材を、カーテン
は軍隊の羊毛ブランケットを、カーペットには漁で用いられた網を再利用するなど、館内
のあらゆるものがリサイクル廃。

 地域のヨガインストラクターやアーティストを講師とした
宿泊者向けのイベントを定期的に開催。「旅行先で
特別な体験をしたい」という顧客のニーズに応えると
同時に、地域で働く人々の収入源も生み出す仕組み。



外国人観光客に魅力を感じていただけるホテル・旅館
を目指して
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“Sustainable & Comfortable Stay
at xxxxx”

をキーワードに



学校教育とESD、修学旅行の新しいカタチ21
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学校教育におけるSDGs教育の取り込み
例：江東区立八名川小学校
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例：京都エコ修学旅行
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京都市にて、「京都エコ修学旅行」への参加募集受付ける等、
地域全体でSDGsを意識した修学旅行の企画を推進



ホテルとしての取り組み：志賀高原
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ユネスコエコパークでの自然学習

ユネスコエコパークに認定された志賀高原。
レベルに合わせた様々なトレッキングコースで大自然を
体感する事ができます。



修学旅行・林間学校でのSDGs教育プログラム
例：志賀高原パークホテル
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ユネスコエコパークとエコ飯盒炊爨の体験 学習内容 探求
震災の時に役に立つエコ飯盒。少ない薪でご飯
を炊き、地元根曲竹で箸をつくり、葉にラップを
巻いて皿利用したりする体験。

震災の学習 残された材料などでの創作
し探究する

志賀高原の歴史探求 学習内容 探求
志賀高原の地主和合会にて歴史や現状を
講義・議論 水利権・上下水道の管理。

他県と信州の歴史の
研究

和合会に訪れ実際の歴史を
お伺いし、実際の水の有難さ
を現地見学し修繕の手伝い

信州大学教育学部とFabLab 長野βにおける
製品開発体験

信州新商品を考える 実際に商品を制作し消費者
の販売ツールを探究し良い
商品は販売をかける

志賀高原の自然探求 学習内容 探求

飯綱山の森林における間伐体験と鉛筆作り
間伐材を活用したバイオマス発電所見学。飯山
のフォレストデザインで林業体験・チェーンソーや
のこぎりを使った伐倒。

山の研究 森林学習やエネルギー発電
の研究



SDGs教育で魅力を感じていただけるホテル・旅館を
目指して
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 地域の魅力をSDGs文脈で考えよう！

 パートナーシップで考えよう！
¤地域の旅館・ホテル全体で一緒に考えよう！
¤地域の他の事業体・自治体などと連携しよう！



コト消費・イミ消費：SDGs体験プログラム27
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旅行に求める意味が変化
→「コト消費」「イミ消費」に応える
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消費
スタイル モノ消費 コト消費 トキ消費 イミ消費

時期 ～2000年代前半 2006年頃～ 2010年頃～ 2010年頃～
（東日本大震災以降顕著）

定義
商品やモノを所有する
ことに価値を見出す消
費行動のこと

「「コト消費」とは、製品を購入
して使用したり、単品の機能
的なサービスを享受するのみで
なく、個別の事象が連なった総
体である「一連の体験」を対象
とした消費活動のことである。」

ある決まった時間や決まっ
た場所でのみ楽しむことが
できる消費

商品やサービスの機能的な価
値のみならず、それらの歴史
的・文化的・社会的背景も踏
まえて自分にとってこの消費行
動にはどういった意味があるの
か、どのような意義があるのか、
を考えたうえで消費

特徴

大量の、あるいは高価
なモノを所有しているこ
とに満足感を感じるこ
とで、大量消費時代
に相応しい消費スタイ
ル

最終的にはモノ消費に繋がる
きっかけになるケースもあります
が、町おこしや地方再生の起
爆剤になる場合もあり、「体
験」をキーワードにした消費スタ
イル。

非再現性、参加性、貢献
性、といった特徴を備えて
おり、「個」の満足度を重
視した消費スタイル。

商品・サービスの機能的価値
だけでなく、歴史的・文化的・
社会的背景も含めて自分に
とっての消費行動に意味を見
出すようなスタイル。

具体例 – 湯河原町の「ぶらん市」
長野県飯山市の日本ファーム

フレッシュネスバーガーのス
パムバーガーキャンペーン
ハロウィーン

地産地消
被災地支援



イミ消費：環境保全、地域貢献、歴史・文化伝承、
健康維持につながる体験
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 「イミ消費」は、商品・サービス自体の機能だけではなく、それらに付帯する
社会的・文化的な「価値」に共感して選択する消費行動です。
¤ たとえば「環境保全」「地域貢献」「フェアネス（正義）」「歴史・文化
伝承」「健康維持」などがキーワード。

¤ 付帯価値へ対価を支払うことによって、人々は充足感や貢献感を得ようと
します。

¤ 商品・サービスそのものが直接環境や社会に貢献する必要はなく、上記の
キーワードが付帯した商品を選ぶことで間接的に貢献できることに意義
を感じる消費の在り方である点が特徴です。

¤ モノを購入することで、自分自身が現時点でいいコトを体験できるだけで
なく、他者や将来の自分にいい影響を与えようとしているといえるでしょう。



地域の方々と一緒に考えるSDGs体験プログラム
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コト消費：ヘルスツーリズム
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大自然阿蘇健康の森

未病促進のため運動・食・
健康チェックなどを総合的に

体験・実施できる
宿泊プログラム（3泊4日、

1泊）を提供



（ご参考）ヘルスツーリズムに関する動画
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 旅ホ連では、ヘルスツーリズムについて、詳しくご案内しております。下記の
動画もぜひごらんください。
¤ 旅館経営人財育成アカデミー ヘルスツーリズム概論
¤ https://www.youtube.com/watch?v=7Uz4lYF7QX0&featur

e=youtu.be

https://www.youtube.com/watch?v=7Uz4lYF7QX0&feature=youtu.be
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